
令和 5 年度（2023）南連協おとな部会＃１ 議事メモ 

 

日 時：令和５年 12月 27（木） 17：30 から 19：30まで 

場 所：生活介護 「のこのこ」 

出席者：「YELLOWS」横内さん、「のこのこ」大塚さん、「あんどらいふ」赤名さん、 

    「まるさき福祉会」 中舘さん、土井さん、「南連協」 村田 

 次回：2024 年 1 月 29 日（月） 13：30～ 於：「のこのこ」 

 

＜論議結果＞ （参考に、南連協総会資料、こども部会資料配布） 

  第一回の為、初顔合わせと関心事の共有を図り、今後の進め方を相談した。 

  むやみやたらに仲間を増やすのでなく、南連協の考え方や問題意識を共有できる方を 

  増やしていく。 

  主な関心事と論議ポイント 

＊ 虐待防止、身体拘束、BCP 等委員会設置の義務化とその活動に向けて 

比較的小規模の南連協メンバーにとって大きな負担になるので、情報共有化、 

研修の効率化等南連協の繋がりを生かしたい。 

（教育動画を YouTube に UP、ホームページの活用等）                                

＊ 研修動画を作り、相互交換し有効活用できないか？ 

夜勤と昼勤があり、一緒にまとまって研修は無理なので研修動画を作ったら良い。 

南連協内で相互交換できると良い。（ホームページの活用等） 

＊ 求人情報の共有、連携 

人員の余裕を持てない状態の中で、充足している時によい人材が応募してくる時に 

断るのはもったいない。一方、欠員の時に、なかなか見つからないので、グループ内で 

情報共有できると良い。良い人材は、個人的人脈によるところが大きいので、 

これもグループ内で共有できると良い。 

（「まるさき」さんは、原則人材募集をかけないとのこと。）（社員 30 名、看護師９名） 

  ＊ 地域事業所を紹介する事業所紹介館を作った（「まるさき」さん） 

    地域の事業所のパンフレットを集めて展示等。 

    （南連協の「放課後等デイサービス合同説明会」に近い） 

  ＊ 「のこのこ」の得意な大工作業の横の連携での有効活用 

    棚、間仕切り等、他の事業所で使えるものがある。大工につながる作業をしている事業所

があるので、連携できると特徴のある生活介護事業所になる。 

＊ 来年度の報酬改定が小規模事業所に厳しくなるのでタッグを組めないか？ 

＊ 虐待の具体例を共有できると良い。―― 講座というより、ワークショップが良い！ 

マニキュア、名前の呼び方 等 も対応次第では人権尊重をしていないことになる。 

  「家族に言えますか？」「愛があれば OK！（虐待なんて起こらない！）」がキーワード。 

”アンガーマネージメント”の勉強 etc. 

＊ 福祉は”明るい！！”のイメージを作りたい！！ 

  ＊ 横のつながりで補完しあうことをしていきたい。 

   ＊  法人格の「南連協」を活かして市を動かす事ができると良い 

                                   以上（村田 記） 



 

 

 

☆名刺交換ゲーム（5人目標）をアイスブレイクを兼ねてコミュニケーションを深めるため に実施

した。 

 

議題２；組織改編内容説明            ―― 坂本 

当団体の組織イメージを、現在、実施している「放デイ合同説明会」のような活動 

    母体の児童関連の『〇〇部会』、今後同様の成人事業の活動母体となる、 

『〇〇事業部会』、行政から指導の虐待防止及び身体拘束適正化委員会等の 

『横断的活動の▢▢部会』等々、広げていく構想の説明をし了承された。 

 

特に、4月に市の集団指導にあった、各事業所に様々な委員会や計画策定が義務化 

されており、社員数が少ない小さな法人は委員会が機能せず、折角の虐待防止や 

人権尊重を守る法が形骸化してしまう恐れがあるが、南区連協が合同の委員会 

対応することでは代替できないとの市の見解があるものの、南区連協で行った研修 

で研修の様式や資料を利用して事業所内研修を実施する事で、各事業所で実施記録 

を残せば『支援員の研修実施』とみなす事ができるとの事。 

これは、南区連協に加盟する動機（メリット）の一つになるのではないかと考えると 

説明した。 

 

議題３；部会ごとに分かれて打合せ         ―― 全員 

児童関連の『〇〇部会』、今後同様の成人事業の活動母体となる『〇〇事業部会』、 

に分かれて、自己紹介の後、部会名称、部会長・部会副会長、集合しやすい曜日・ 

時間帯、第一回部会開催日を決めることとした。 

但し、総会当日に不在の方々もおられることから、会長、副会長は部会の第一回の 

時に決めていただくことでも良しとした。 

この結果、 

 １；児童関連 （当日２１事業所） 

   名称：「子供部会」 

   会長；未定   

   副会長：飯島さん（和美 東林間教室） 

   集り易い日： 木曜 or 金曜 の AM 

      第一回会合： 9月 21日(木曜) or 22 日(金曜) 10：00 ～  

         （後日：会議室仮予約：9月２１日 10：00 ～ 於 南保健福祉センター） 

２；成人関連 （当日３事業所） 

   ― 先ずは事業所の仲間を増やす事を優先し、その後、名称・会長・副会長 

     を決めることとした。また、中央区の事業所等にも声をかける。 

名称：仮「成人部会」 

   会長；未定   

   副会長：未定 



   集り易い日： 木曜 の 17：00 ～ 

      第一回会合： 9月 14日(木曜) or 21 日(木曜) 17：00 ～  

         （後日：会議の場：メンバーの『のこのこ』さんの場所） 

 

議題４；各事業所からの報連相＆質疑応答 

～事務局から～ 

＜加盟・脱退・会費納入方法の変更について＞ 

従来の、ご意向を事務局からお尋ねする方法から、効率化と正確な対応の為、毎年、 

加盟申請書、脱退申請書を提出いただくこととし、連絡いただければ、事務局より 

フォーマットを送らせていただきます。尚、脱退はお好きな時にしていただけます。 

南連協メアド： minamirenkyou@yahoo.co.jp 

＜会費について＞ 

  総会欠席の皆さまは、第一回部会 MTG の際にお持ちください。 

  欠席の際には、直接事務局本部にお持ちください。 

  本部：〒252-0311 相模原市南区東林間 6-15-8 NPO 法人地域福祉研究舎内 

     （建物に向かって左側の駐車場を奥に進むと右側に引き戸の玄関があります） 

 

～事務局から会議後補足～ 

 R5 年期の『相模原市と協働事業 放課後等デイサービス事業説明会』の第一回説明会を 

 7 月 10 日に実施しました。今年はコロナ禍後ということもあり、市長（冒頭にご挨拶 

いただきました）を含め計８９名（内：保護者の方６０名）の盛況な説明会となりました。 

南連協会員の皆さまと育ててきた説明会が力強く成長してきたように思います。 

第二回の事業所からの説明会（10 月 23 日）へ向けて、別途ご案内しますので、 

今後とも宜しくお願いします。 

 

 

                                  以上 

 

 

   

 


